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波野村笹倉永迫遺跡のテフラ層序

1．はじめに

阿蘇カルデラの東方に位置する波野村は，

阿蘇火山中央火口丘群起源の大量の降下テフ

ラ（降下火山灰・軽石・スコリア）が堆積す

る地域である（小野。渡辺.,1985)．2001年

1月に，波野村笹倉における林道工事現場

(北緯32"57'12*.東経13112'16*;図-1)

のテフラ累層中から旧石器時代の遺物が発見

された．阿蘇カルデラ東方域は厚いテフラに

覆われるためか，これまで旧石器時代の遺跡

は見つかっておらず（木崎，1985；熊本県文

化財保護協会，1986)，今回の発見が考古学

的に大きな意味をもつ可能性が窺えた．遺物

出土地点は“笹倉永迫遺跡”と命名され，
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2001年11月に波野村教育委員会によって新

たに200点以上の遺物が発見されて，中部九

州の旧石器文化のみならず，波野村の歴史を

考えるうえで貴重な試料が得られた．

本論では，波野村笹倉永迫遺跡のテフラの

層序に関して報告するとともに，そのテフラ

層序からみた火山活動と人類の活動との関係

について考察する．

2．笹倉永迫遺跡付近の地形・地質の概要

笹倉永迫遺跡が存在する熊本県阿蘇郡波野

村は，九州のほぼ中央部，熊本県東端に位置

する標高600～900mの高原地帯にある．高

原の西端である阿蘇カルデラ縁の標高が最も
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図－1笹倉永迫遺跡の位置と付近の地形．国土地理院発行1:25,000地形図「坂梨」の一部を使用

*森林総合研究所九州支所＊＊熊本県教育庁文化課文化財資料室
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高く，南東部の荻岳を除くと，東北東方向へ

緩やかに傾く（平均傾斜約1.7｡)，ほぼ平坦

な斜面となっている．

この地域の阿蘇火山テフラの基盤は，カル

デラ壁を構成する先阿蘇火山岩類であり（渡

辺・藤本，1992)，それらを覆って阿蘇火砕

流（約27万年前のASO－1，約14万年前の

Aso-2,約12万年前のAso-3,約9万年

前のAso-4)が厚く堆積しており，そのこ

とが波野村付近の平坦な地形の要因となって

いる．阿蘇火砕流によって埋め残された輝石

安山岩～玄武岩質の根子岳火山（小野・渡辺，

1985）と角閃石黒雲母流紋岩の荻岳（渡辺．

藤本:,1992)だけが平坦な地形面から突出し

ている．表層の地質は，それらの溶岩を除く

と，ほぼ全面が火砕流堆積物を覆う阿蘇中央

火口丘群起源の厚い降下火山灰からなってお

り（小野・渡辺，1985)，その層厚はカルデ

ラ縁付近で100m程度に達する（渡辺・藤本

1992).

波野村付近の台地は，西一東あるいは西南

西一東北東方向に配列する尾根と谷が発達し

ており（池辺，1998)，やや深く下刻された

河床面には，強溶結したAso-4B火砕流堆

積物（小野ほか，1977）が露出していること

があるが，それより深い部分への下刻は起こっ

ていない．ほぼ平坦な台地に尾根と谷が発達

して，波打っているように見える独特の地形

が波野村の名前の由来ともなっている．

(1990),早川・井村(1991),山田・久保寺

(1996)などがあるが，これらの中で全体の
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3．笹倉永迫遺跡におけるテフラ層序

(1)層序の概要

笹倉永迫遺跡が発見された地点には，林道

工事によって高さ約22mの3段切り取り法

面（道路西側面）が出現した．その法而には，

阿蘇火山起源の降下テフラや火山灰土がほぼ

整合関係で積み重なっており，阿蘇火山の唄

火史の骨組みを組み立てる上で重要な模式露

頭の一つである（図－2;写真－1)．

Aso－4火砕流以降の降下テフラに関する

研究は，高田(1989MS:1989),渡辺・高1.13

圭一卿脇20

嘉説
22，

図－2笹倉永迫遺跡におけるテフラ柱状図
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写真－1笹倉永迫遺跡の切り取り法面（西側断面）に露出するテフラ

(A)姶良Tn火山灰(AT)より上位のテフラ.(8)草千里ケ浜軽石(Kpfa)より下位のテフラ

概要を最もよく表している研究である高田

(1989IVIS)および高田(1989)は，阿蘇火

山起源の降下軽石を上位より阿蘇中央火口丘

第1軽石(ACPI)～第6軽石(ACP6)と

命名し，それらの特徴や分布について述べて

いる．本地点で観察されたテフラに関しては，

4－

それぞれの層相や斑晶鉱物組合せから高田

(1989MS;1989)が定義した軽石に対比・同

定することを試み，新たに発見されたテフラ

については新称を与えることにした．

本報では笹倉永迫遺跡で観察された鍵層と

なる降下軽石と広域テフラについて述べる．



それらは下位より，笹倉節2軽石，笹倉第1

11騒石，阿蘇中央火口丘第6軽石・第5・第4・

第3!|藍石，草千里ケ浜蝋石，姶良Tn火山灰

(略称A'1，)，保手が谷ll雛石（馬場ほか,1̂ )9).

鬼界アカホヤ火山灰(K-Ah)であり（図－

2)，それぞれの特徴について以下に誰戯する

(2)各テフラの記載

笹倉第2軽石（新称）

地表下約21mの露頭最-ド部付近に存在す

る浅黄機色(10YR8/4;マンセル方式の標

準土色帖による）の軽石層（写真－2）は，

これまで報告されていないテフラであり，笹

倉第2軽石（略称SsP2)と命名した．やや

風化しているが，層厚は10cmで，軽石の最

大粒径(MP;露頭における最大の軽石3個

の長径平均値）は2.7cmである．軽石'!の有

色鉱物は，本地点のテフラでは唯一角閃石を

含むことが特徴であり，他に斜方輝石と単斜

輝石が認められる．この軽石は，本地点にお

いてはほぼ純層をなしているが，南方の調査

地点では畷石混じりのにぶい黄色（2.5yc

／4）火山灰層となる．

蕊

写真－2笹倉第2軽石(SsP2).笹倉第

軽石(SsP1)および上位の火山灰層

笹倉第1軽石（新称）

笹倉第1軽石（略称SsPI)は,SsP2とと

もに新たに発見されたテフラで,SsP2の上

位20cm付近に幅5cmにわたって散在する降下

軽石である（写真－2)．職石の最大粒径は

1.6cmで，有色鉱物は斜方輝石，単斜輝石で

ある．この層準付近は雌砧後に動植物による

－5－

撹乱を受けたためか，下位のSsP2の'I醗石が

一部混入している．上位には|暗灰黄色（2.5

Y4/2)を呈する2枚の降下火山灰層があり

(写真－2)，本'I離石隅を対比する際の有月]な

手がかりとなっている．南方へ向かって，本

層は卿亭と最大粒径を増し，南方7km付近で

は層厚30cmに達し，黒1!f石に富む軽石胴と

なっている．

阿蘇中央火口丘第6軽石

地表下約18.3m付近に存在する軽石を阿

蘇中央火口丘第6軽石（高田，1989；略称

ACP6)に|司定した．全層厚は約59cmであり，

淘汰が悪く，少なくとも9枚のフォールユニッ

トが認められ，最上位は層厚7cmの火山灰層

となっている（写真－3)．最下位のユニット

のみ比絞的淘汰のよい軽石層（最大粒径1．2

cm)であり,4番目（最大粒径2.4cm)と？

～8番目（最大粒径4cm)のユニットに軽石

が多く含まれているが，これら以外のユニッ

トは大部分火山灰からなっている．また7番

目のフォールユニットには多量の黒曜石と岩

片が認められ，それらの最大粒径は2.7cmで

ある．軽石に含まれる有色鉱物は，斜方輝石，

単斜輝石である．高田(1989)は.ACP6が

角閃石を含む軽石であるとしたが，筆者らが

カルデラ北東方のACPfiについて再検討を

行った結果，斜方輝石と単斜輝石を含むもの

の角閃石は認められないことが判明した．

ACP6は，降下テフラとしては淘汰が悪い堆

積物であることと多数のフォールユニットか

らなるという特徴から，非常に複雑なl噴火に

よる産物であると考えられる．

さらにACP6の下位10cm付近のやや固結

した火山灰層・火山灰土層中には，角閃石を

含むデイサイト質の岩片（最大粒径0.8cm)

がわずかながら混在しており（写真-IB).

それらの岩片は九重火山起源の飯田火砕流堆

積物（小野ほか,1977;鎌田I,1997;略称Ilnd)

に含まれる岩片に酷似している．本層を飯田

火砕流堆穣物と断定するにはいくつかの問題

を残しているが，高田(1989)が示した屑序

関係とも調和していることから，本論ではこ



のデイサイト質岩片を含む層準を飯田火砕流

堆積物の層準と考える．本地点は飯田火砕流

堆積物の分布域（小野・渡辺,1985)から約

4.5km南に位置するが，その堆積物量が5y

に及ぶ大規模なものであったこと（鎌田，

1997）からして，火砕流の辺縁部やそれに伴

う火砕サージや降下テフラが達していた可能

性は十分にある．

写真一3阿蘇中央火口丘第6軽石(ACP6)

阿蘇中央火口丘第5軽石

ACP6の上位2.]m付近（地表下約16.lm)

の火山灰土層中には，幅約10cmにわたって

軽石が混在する．この軽石は，有色鉱物とし

て斜方輝石と黒雲･母を含むことが特徴であり，

阿蘇中央火口丘第5軽石（高田,1989;略称

ACP5)に同定された．木地点での最大粒径

は1cmであるが，北方に行くにしたがって粒

径は大きくなり，分布軸は阿蘇中央火口丘群

から北東方向にあるものと考えられる．軽石

が散在する層準の下位50cm付近には，やや

固結した暗灰黄色(2.5Y4/2)の火山灰層

(層厚約25cm)があり（写真-1B).ACP5

を対比する際の手がかりとなっている．

阿蘇中央火口丘第4軽石

阿蘇中央火口丘第4軽石（高田,1989;略

称ACP4)は，地表下約14.5mに存在する

層厚48cmの淡黄色(2.5Y8/4)～黄色

(2.5Y8/6)の降下軽石である（写真-4).

軽石の有色鉱物としては，斜方輝石と単斜輝

石が認められる．本地点のACP4は大きく

3つのフォールユニットに分かれており，最

－6－

大粒径は下部・中部ともに3cm,上部は2,6

cmである．全体的に灰色の軽石が混入するが，

'h部と上部には黒曜石（最大粒径0.5cm)が

含まれる．下部と中部との間には黄褐色（10

YR5/6)の粘土質の火山灰土層（層厚2cm)

が存在し，噴火中にわずかなII寺間間隙があっ

た可能性もある．この軽石は，層厚4cmの

火'.!.|灰土を挟んで，黄褐色(2.5Y5/3)の

火山灰層に稜われることが，他地点とも共通

した特徴である、また層厚3cmの粘土質火山

灰土層を挟んだ下位にも層厚2cmの軽石（最

大粒径1cm)が存在するが.ACP4が下位へ

拡散したものである可能性もあり，現段階で

は別の軽石であるかどうかは不明である．

写真一4阿蘇中央火口丘第4軽石(ACP4)

と火山灰層中に挟在する阿蘇中央火口丘第

3軽石(ACP3)

阿蘇中央火口丘第3軽石

ACP4の上位80cm付近（地表下約13.7m)

の火山灰土層中には，幅4cmにわたって軽石

が散在する（写真-4).ACP4との間には黄

褐色(2.5Y5/3)の火山灰層と火山灰土層

が存在すること，有色鉱物として黒雲･母を含

むことから，この軽石は阿蘇中央火口丘第3

軽石（高田I,1989;略称ACP3)に同定され

た．本地点では純層をなさないが，南方2．6

km付近では層厚10cmを越える軽石層になる．

最大粒径は2cmで，直上は時間間隙をおかず

層厚30cmの火山灰層に覆われる．

草千里ケ浜軽石（阿蘇中央火口丘第2軽石）

地表下約9.8mには，阿蘇カルデラ周辺域

における鍵層となっている草千里ケ浜降下軽



石（渡辺ほか,1982;略称Kpfa)が挟在し

ている（写真－5)．高田（1989）は，本軽石

を阿蘇中央火口丘第2軽石（略称ACP2)と

命名しているが，噴出源が唯一断定されて､、

ることなどから，草千里ケ浜軽石と呼ばれる

ことが多い．本地点のKpfaは層厚11cmで，
かなり粘土化しており，最大粒径は測定でき

なかった．中部がやや黒色味を帯びているが，

風化が著しく，フォールユニットなどの詳細

は観察できない．直下の137cmは黒色味の強

い埋没土壌層（一部に火山灰層とスコリアが

挟在）となっており，これは阿蘇カルデラ周

辺域に特徴的なものとなっている（渡辺・高

田，1990;山田・久保寺，1996)．

写真－5草千里ケ浜降下軽石(Kpfa)と
姶良Tn火山灰(AT)

姶良Tn火山灰

Kpfaの上位約1mには，南九州姶良カル

デラ起源の広域テフラである姶良Tn火山灰

(町田・新井，1976,1992;|略称AT)が存在

する（写真－5)．層厚は7～IOcm程度で，に

ぶい黄橿色(10YR6/4)を呈している．最

大粒径0.5cm程度の軽石粒を含むが，大部分

はバブルウオール型の火山ガラスからなる．

噴出年代は，24,500年BP("C年代）と報

告されており（池田ほか，1995)，遺跡発掘

調査の契機となった石器はAT直J二の層準で

発見された．本層付近の詳しい層序について

は次章で述べる．

保手が谷軽石

地表下5.5m付近の褐色火山灰土嬢中にわ

－7－

ずかに散在する軽石（最大粒径0.5cm)が認

められ（写真-1A),層位関係から馬場ほか

(1999)による保手が谷軽石（略称HP)と

考えられる.HPは有色鉱物として角閃石を

含むとされている（馬場ほか，1999）が，木

地点においては軽石の量が非常に少ないため

に確認できていない．対比については問題を

残しているが，本軽石がHPであるとすると，

分布の北限付近であると推定される．

鬼界アカホヤ火山灰(K-Ah)

地表から3．/lm深までは，黒色味の非常に

強い土壌層である黒ボク土層となっており，

そのちょうど中央付近に，九州南方・鬼界カ

ルデラ起源の広域テフラである鬼界アカホヤ

火山灰（長友・庄子，1977;町田・新井，

1978,1992；略称K-Ah)が挟在している

(写真-1A).層厚は9cmで燈色(7.5YR6

／8）を呈し，バブルウォール型の火山ガラ

スからなっている.ATとともに阿蘇火山と

その周辺域で普遍的に認められ，阿蘇火山I噴

出物の層序を組み立てる上で，非常に有用な

テフラとなっている（高田，1989;渡辺・高

田,1990).

(3)各テフラの噴出年代

阿蘇カルデラとその周辺地域においては，

広域テフラ以外にいくつかのテフラと埋没土

層のc年代値が報告されている．まずK－

AhとATという2つの広域テフラの噴出年

代については多くの報告例があり，前者が約

6.3ka(町田・新井,1978),後者が約24.5ka

(池田ほか，1995）である．また地表下約

0.8mの黒ボク土層中に挟在する杵島岳スコ

リア（小野・渡辺，1985；中村・渡辺，

1995）の噴出年代は約3.4kaである（宮縁・

渡辺，1997)．地表から連続する黒ボク土層

最下部の年代については北東外輪山付近で約

Ilkaという"C年代が得られている（山田ほ

か，1997)．さらに，カルデラ周辺で鍵層と

なっている草千里ケ浜軽石(Kpfa)の噴出

年代は約26.6kaと報告されている（山田ほ

か，1997)．しかしながら,Kpfaより~ド位



のテフラの年代については，これまで全く報

告例がない．

そこで，笹倉永迫遺跡で認められるテフラ

の噴出年代を以下の方法によって推定するこ

とにした．前述した5つの年代値とそれらの

層位（地表からの深さ）をプロットし，一次

式によって回帰したところ，次のような数式

が得られた（図－3)．

Y=0.3587X(R=0.9904)

ここで,Y:地表からの深さ(m),x-.m

出年代(ka:1,000年前）である．

上式に各テフラの地表からの深さを代入し

て，それぞれの噴出年代を求めた．その結果，

HPが約15ka,ACP3が約38ka,ACP4が約

42ka,ACP5は約45ka,ACP6が約52ka,

SsPIが約59ka,SsP2が約60kaと推定され

た（図－3)．

同様の方法によると,ACP6下位に挟在す

る九重火山起源の飯田火砕流堆積物の噴出年

代は約53kaとなる．飯田火砕流の年代につ

いては，これまで多くの報告がある．町田

(1980）は，飯田火砕流ステージの噴出物で

ある九亜第1軽石の噴出年代をAT^Aso-

4火砕流の年代と層序関係から35～30kaと

推定した．最近では，奥野ほか(1988)が飯

田火砕流堆積物下部に含まれる炭化木片と堆

積物直下の土壌の加速器"C年代として>40

kaを得ている．また鎌田ほか(1998)は，

飯田火砕流堆積物中のジルコンのフィッショ

ン・トラック年代として，70～80kaを報告

している．今回得られた飯田火砕流の推定噴

出年代は，奥野ほか(1998)の結果とは調和

しているが，鎌田ほか(1988)の年代値とは

ややかけ離れた結果となっている．笹倉永迫

遺跡以外の地点における調査結果から，飯田

火砕流堆積物とAso-4火砕流堆積物との間

には膨大な量の降下テフラが存在することが

わかっている．Aso－4火砕流のK-Ar年

代は約90kaと報告されており（松本ほか，

1991),飯、火砕流の年代として70～80ka

を採用したとすると，Aso－4噴火後l～2万

年間に高い噴出率を仮定しなければならない

(宇部ほか,1994)が，カルデラ東方域のテ

フラ層序からは飯田火砕流の上位と下位で，

それほど大きなl噴出率の変化があったように

は見えない．したがって，飯田火砕流の噴出

年代としては50ka前後が適当ではないかと

考えている．

なお，今回使用した方法は，いわゆるレス

クロノメトリーによる推定（例えば，早川，

1990)であり，テフラの堆積速度をほぼ一定

と仮定しているという問題が存在し，数千年

～1万年程度の誤差があることは否定しない．

また，本露頭での推定噴出年代は，カルデラ

北東域でAso－4火砕流堆積物が観察できる

地点で，同様の方法によって得られた各テフ

ラの年代とも大きくかけ離れていないことを

付け加えておく．
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図－3笹倉永迫遺跡における主要テフラの層位と年代

4．遺物包含層付近のテフラおよび火山灰土

の層序

石器が出土した層準付近の考古学上の基本

土屑とその特徴について，以下に述べる．
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石器包含層を含む熱本土層の柱状図を図一

4に，その断面を写真－6に示す．地表~ド約

6.8m付近に存在する成層した火山灰層の直

下からAT火山灰層間の土層は，考古学的に

上位よりVa～Vc,Via～VIb,VHa～VnL

層という8つに区分されている．現地にお↓、

て各土層の産状を観察し，山中式土壌硬度計

(山中・松尾;,1962)を用いて硬度を測定し

た．また各層から試料を採取して持ち帰り，

レーザー回析式粒度分布測定装置による粒度

分析を行った（図－4)．さらに，2つの層準

から土壌試料を採取し，米国BetaAnalytic

社に依頼して，加速器質量分析(AMS)法

による"C年代測定を実施した（表-1).

"C年代の算出には,Libbyの半減期5,568

年を使用し,6"C("C/"C比）によって

同位体分別効果を補正している．

VaおよびVb屑は褐色(10YR4/4)を呈

し，全体的にスコリアが散在するローム層で

ある.Vc層は，』二位より褐色(10YR4/4)

ローム層（層厚3cm),暗赤褐色(5YR3/6

スコリア層（層厚6cm;最大粒径0.9cm).̂ J

写真－6遺物包含層付近のテフラと考古学
｡． 上の土層区分（東側断面

表－1土壌試料のAMS"C年代値

l4Ca2e

(yrsBP)

5CConventionalCageLab.number

('3C/'2Cratio)(yrsBP)
Stratigraphicposition

TopofVIIchorizon

LowerpartofVIIchorizon

(middleoflayercontaini皿
lithictools)

17,80090

20,790±100

戸
．
多
ｂ

う
一
ウ
ー

ヘ
ム
う
』

一
一

17,840±90

20,830±100

Beta-164163

Beta-164164

stratigraphiĉcageGrainsizecomposition(%)Hardness(mm)
section

O5010020253035

Archaeological
ho｢izon

[0

雪溌

琴 裁

1J？
←－〃’8′jO十作90

(Beta-164163ノ

Layerと
containing

lithictoolsi
-20,830+搾沌0

旧eIa-76“6‘リノ

ATca24,500

blacksoiIIaVe『

'2

図－4遺物包含層付近におけるテフラと±層の関係および各層の性質

－9－

V吾

V1

VI

VIE

V11

Vi:三

VI::‐

AT



色ローム層（層厚3cm)からなり，降下火l｣」

灰の遠方相で全体的に火Ill話動がやや活発な

時期の堆積物であると考えられる．Viaと

Vlb層は褐色(10YR4/4)ローム層で,Via

層には層厚1cmの火山灰層が2層挟在して

いる.VHa層は，明褐色(10YR5/8)の

降下スコリア層（最大粒径0.7cm)を挟むオ

リーブ褐色(2.5YR4/4)のローム層であ

る.vnb層は，全体的に褐色(10YR4/4)

～にぶい黄褐色(10YR4/3)を呈するロー

ム層で，中央付近にオリーブ褐色火山灰層

(2cm)と明褐色降下スコリア層(1cm)が存

在する．下部は堅密でやや硬く締まっていて

(図－4)，降下火山灰の遠方相で火山活動の

活発な時期の堆積物と考えられる．VⅡc層

は，上部28cmが褐色(10YR4/4～4/6)シ

ルト質ローム層，下部8cmがAT火山灰が混

入する褐色ローム層であり,vnb層に比べ

て，硬度の値が急減し（図－4)，柔らかいこ

とが特徴であることから，火山活動の静穏な

時期に生成された土層であると推察される．

本層の下部22cni程度が遺物包含層である．

VⅡc層最上部（厚さ2cm)と遺物包含層中

央付近(ATの上位約lOcm)から採取された

土壌試料からは，それぞれ17,840±90年BP

(Beta-164163)と20,830±100̂BP(Beta-

164164)というAMS"C年代が得られた

(表－1)．ATは層厚10cmで，にぶい黄椿色

(10YR6/4)の火山灰層で，直下にはAT火

山灰が多量に混入するオリーブ褐色(2.5Y

4／6）ローム層がある．さらに下位には暗オ

リーブ褐色（2.5Y3/3)を呈する粘土～シ

ルト質の土層があり，これは火山活動がかな

り穏やかな時期に生成した腐植質の土壌であ

ると考えられる．

遺跡発掘の契機となった石器は,2001年

1月29日に筆者の一人である宮縁により

AT直上の層準であるVⅡc層下部で発見さ

れた．その後の発掘調査でもほぼ同じ層準か

ら多量の石器が出土した．それらの石器は

VⅡc層下部に集中しており，今回得られた

"C年代から約21kaの層準と推定される．
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5．阿蘇火山の噴火活動と旧石器時代におけ

る人類の活動

AT火山灰直上の層準における石器の発見

は，2万年前頃に波野村付近において，すで

に人類の活動があったことを意味している．

波野村は阿蘇カルデラの東隣に位置しており，

阿蘇火山の噴火活動の影響を最も受けやすい

地域の一つである．それは，現在のみならず，

有史以前から続いていることである．ここで

は，考古遺跡発見が火山地質学に与える意義

つまり阿蘇火山の噴火活動が人類の生活にど

のように関わっていたのかについて考察する．

笹倉永迫遺跡において石器が出土した層準

は,AT火山灰直上からVⅡc層（下部）で

あった．前章で述べたように,Vic層は柔

らかく，やや有機物に富むのに対して，

VⅡb層から上位は硬くてやや砂質な土層で

ある．このことは，波野村付近で普遍的に認

められる地質学的な事実であることが，筆者

らのこれまでの調査によってわかっている．

VⅡb層とVⅡc層との境界は，今回得られ

た"C年代から約18kaとなる．馬場(1999)

は阿蘇中央火口丘南側山麓の噴出物層序から

AT火山灰降下当時に中央火口丘群は活動休

止期にあり，その後しばらくして砂質火山灰

の噴出に特徴づけられる中岳の活動が開始し

たことを指摘している．このことと波野村付

近のテフラ層序から，筆者らはVⅡb層が中

岳の活動初期の噴出物であり，その活動開始

時期は約18kaではないかと考えている．そ

の下位のVⅡc層に相当する層準は，他地点

では火山灰層が挟在することがあり，馬場

(1999)が述べるような完全な休止期ではな

いが，阿蘇火山全体の噴火史からすると，相

対的に火山活動が穏やかだった脚明にあたる．

阿蘇北東外輪山に位置する象ケ鼻D遺跡（本

地点から西北西へ約9.2km)においても，

AT直上の層準に旧石器Ⅱ文化層が認められ，

5,000点に及ぶ石器が出土しており，その年

代が23,420±220年BP("C年代）と報告

されている（小畑ほか.2001).石器の形態

等を詳しく比較検討する必要があるが，笹倉

永迫遺跡で発見された遺物包含層は，層序的

にも年代的にも象ケ鼻D遺跡の旧石器Ⅱ文化



層に相当するものと考えられる．こうしたこ

とから，阿蘇火l｣｣北東から東部にかけての地

域では,AT火山灰降下直後の火山活動がや

や穏やかであった24～21ka頃に，石器を使

用して狩猟採集をする人類の活動があったこ

とがわかる（渡辺,2001).象ケ鼻D遺跡に

おいては，旧石器Ⅱ文化屑の上位は縄文時代

I文化層（縄文草創期）まで遺物は発見され

ないようである（小畑ほか.2001)．このこ

とは，中岳の活動開始によって火山活動はや

や活発な時期に入り，再び活動が静穏化して

腐植質の埋没黒ボク土層が発達する縄文草創

期までは，阿蘇火山周辺域において人類の活

動の頻度が低かったものと推察される．つま

り，阿蘇火山の噴火活動の消長に対応して，

人類の生活が営まれてきたものといえよう．

また，阿蘇カルデラ周辺域においては草千

里ケ浜軽石(Kpfa)下位に腐植に富む埋没

黒ボク土層が存在することが知られている

(山田・久保寺,1996).笹倉永迫遺跡におい

ても例外ではなく,Kpfaの下位約140cmは

火山灰層が挟在する暗オリーブ褐色(2.5Y

3／3）の土壌が認められ，その最下部の年代

は約31kaと推定される．この埋没黒ボク土

層の存在は相対的に火山活動が静穏な時期を

示すものと考えられる（渡辺・高田,1990).

象ケ鼻D遺跡においては，この土層中に7（

点以上の石器が出土した旧石器I文化層が認

められ，その年代は30ka頃と推定されてい

る（小畑ほか.2001).この文化層も火山括

動静穏期における人類の痕跡と考えられ，破

野村においても今後Kpfa下位層準における

旧石器遺跡発見の可能性が示唆される．

6．おわりに

これまで旧石器遺跡の空白域となっていた

波野村において，笹倉永迫遺跡の発見は考古

学的のみならず，波野村の歴史を考える上で

重要な意味をもたらした．非常に厚いテフラ

累層がこれまでの旧石器遺跡発見を阻んでき

たことは事実であるが，波野村は最近報告さ

れた良質の石器石材産地である象ケ鼻（渡辺

ほか,2001;小畑ほか,2001)などからも近

距離にあり，積極的な調査を行うことによっ
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て，今後新しい旧石器遺跡が発見される可能

性は十分にある．波野村は，阿蘇火山の噴火

史を解|ﾘlするするだけでなく，さらに阿蘇火

山の噛火活動と人間活動との接点を考察する

のに肢も軍要な地域の一つであると考える．
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